
　9月10日㈯、11日㈰の２日
間に亘って第36回全国豊かな
海づくり大会～やまがた～が
開催されました。

Ｐ．２～３の記事に詳細を
掲載しております。

漁民と手をつなぐ広報誌
山形県漁業協同組合

広報誌

9月号/平成28年

№330
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産
資
源
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
と
い
う
意

識
を
改
め
て
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

山
形
海
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、

佐
藤
隼
人
・
明
香
夫
妻
が
、
庄
内
の
海

に
生
き
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
、
海
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
を

漁
業
後
継
者
と
し
て
、
力
強
く
決
意
表

明
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
鼠
ヶ
関
港
で
行
わ
れ
た
海

上
歓
迎
・
放
流
行
事
で
は
、
鶴
岡
南
高

等
学
校
吹
奏
楽
研
究
会
の
演
奏
と
木
野

俣
獅
子
踊
の
歓
迎
演
舞
の
中
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
御
入
場
し
、
続
い
て
漁
船

披
露
、
漁
船
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
念
珠
関
辨
天
太
鼓
創
成
会
の
演
奏

と
大
き
く
手
を
振
る
漁
業
者
の
み
な
さ

ん
と
勇
壮
な
船
の
様
子
を
御
覧
に
な
っ

た
両
陛
下
は
、
船
に
向
か
っ
て
手
を
お

振
り
に
な
り
、
ま
た
拍
手
さ
れ
な
が
ら

　

９
月
10
日
㈯
に
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
御
来
県
さ
れ
、

式
典
及
び
海
上
歓
迎
・
放

流
行
事
に
先
立
ち
、
湯
野

浜
温
泉
「
亀
や
」
に
お
い

て
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
か
ら
漁

業
者
の
方
に
お
声
掛
け
が

あ
り
、
日
ご
ろ
の
お
仕
事

の
様
子
等
を
尋
ね
ら
れ
、

温
か
い
ね
ぎ
ら
い
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
㈰
午
前
に
酒

田
市
民
会
館
「
希
望
ホ
ー

ル
」
で
行
わ
れ
た
式
典
行

事
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
御
入
場
後
、
加
茂
水

産
高
等
学
校
生
徒
が
旗
手

を
務
め
る
大
会
旗
の
入
場

に
続
き
、五
十
嵐
組
合
長
が
「
開

会
の
こ
と
ば
」
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

功
績
団
体
表
彰
で
は
、
県
漁

業
協
同
組
合
が
栽
培
漁
業
部
門

で
大
会
会
長
賞
、
県
機
船
底
曳

網
漁
業
協
議
会
が
資
源
管
理
型

漁
業
部
門
で
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
作
文
発
表
で
は
、
酒

田
市
立
宮
野
浦
小
学
校
の
前
田

樹
一
く
ん
が
、
海
上
で
の
安
全

の
た
め
に
、
船
の
修
理
に
誇
り

を
持
っ
て
臨
ん
で
い
る
父
を
尊

敬
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
土
門
拓
也
さ
ん
、
榊
原
英
樹
さ
ん
ら

漁
業
者
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
か
ら
ヒ
ラ

メ
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
イ
ワ
ナ

の
稚
魚
な
ど
を
お
受
け
し
、
豊
か
な
水

微
笑
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
放

流
行
事
へ
と

移
り
、
加
茂

水
産
高
等
学

校
の
生
徒
の

介
添
え
に
よ

り
、
両
陛
下

は
ヒ
ラ
メ
、

ク
ロ
ダ
イ
、

ト
ラ
フ
グ
の

稚
魚
を
放
流

さ
れ
、
愛
お

し
そ
う
な
目

で
稚
魚
の
泳

ぐ
様
子
を
ず

っ
と
御
覧
に

な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

天
皇
皇
后

両
陛
下
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
県
外
か
ら
の
多
く
の
招
待

者
が
山
形
県
の
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
が
盛
会
の
う
ち
に
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
漁
業
関
係
者

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
美
し
い
自
然

環
境
と
水
産
資
源
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

大
切
さ
を
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
今
回
来
県

さ
れ
た
方
々
が
、
山
形
県
を
再
訪
し
地

域
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

庄
内
総
合
支
庁
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
課
　
総
務
主
査
　
鈴
木
ま
ど
か

海づくりメッセージ
稚魚などのお手渡し

漁船披露

功績団体表彰

第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～ 開催 

● 持ち越さず　その都度改善　危険箇所
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豊
か
な
海
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

関連
行事

○inゆら（会場：鶴岡市由良地区ふれあい広場周辺）
9月11日㈰
　鶴岡市の海づくりフェスタは、当日の早朝に雨が降り天候が心配されまし
たが、その後はよく晴れ、予定通りイベントが行われました。
　由良会場では、加茂、由良、豊浦地区の底曳網漁業者（底曳、定置、着火）に

よる総勢20隻の漁船パレードを眺めながら、ヒラメ、ク
ロダイ、トラフグ稚魚の放流が行われました。会場内の
大型スクリーンでは、式典行事や天皇皇后両陛下による
放流行事も放映されました。
　特産品販売・飲食コーナーでは、漁協女性部由良支部
によるエビ汁の振る舞いが行われ、庄内浜文化伝道師
による80センチ、６キロのタイのさばき方実演など、多
数のイベントが行われました。写真にあるアワビの殻の
ストラップ作り体験は、親子で楽しく海に親しむ姿が見ら
れました。
　総来場者数は３千人となり、豊かな海づくり大会を大
いに盛り上げました。

○in酒田（会場：酒田本港地区さかた海鮮市場周辺）
　9月10日㈯・11日㈰
　酒田会場は２日間に亘ってイベントが開催されました。漁協女性部酒田支部が飲
食コーナーに出店。10日㈯は開始直後に一時雨が降りましたが、定番の人気商品、
イカなどの浜焼きにお客様の顔もにっこり。同日、会場ではさかなクンのクイズ大会
もあり、天気に負けない盛り上がりをみせました。
　11日㈰はお天気に恵まれました。女性部の一押しはなんといっても紅エビの唐
揚げ。庄内浜のおいし～い紅エビをカラッとあげた食べやすいサイズの唐揚げは県
外からのお客様にも大人気でした。この日は天皇皇后両陛下を迎えた式典の様子を
大型スクリーンで中継しており、来場した人達は式典もイベントも両方楽しむことが
できました。
　総来場者数は2日間で2万5千人。多くの人たちが豊かな海づくり大会を盛り上
げました。

○in遊佐町（会場：遊佐町漁村センター、釜磯海水浴場）9月11日㈰
　遊佐町の海づくりフェスタは11時より開会し、「鳥海山と湧水」をテーマに里山ガイドの石垣富増氏による講
演が行われ、その後、オープニングアトラクションとして大小様々な鳥海太鼓が軽快に鳴り響きました。
　来場者には、庄内浜の海産物を中心に、たこ飯、イワガキ、鮭のギョーザなどが振る舞われ、漁協女性部吹浦支
部が運営する「元気な浜店」を始めとする各団体が参加し、早々に予定数終了のブースもありました。
　フェスタには約1千人以上の来場者が訪れ、記念放流や海の環境保全活動である藻場・干潟保全の企画展示
など、様々なイベントで海づくり大会を盛り上げました。

● いつも心に安全意識　家族に誓う無事故の航海
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理
事
会
情
報

平
成
28
年
度　

第
4
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
平
成
28
年
7
月
26
日
㈫

場　

所
：
本 

所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

平
成
28
年
度
指
導
事
業
賦
課
金
徴
収
方
法
及
び
時
期（
案
）

に
つ
い
て

２　

平
成
27
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
（
案
）
の
発
行
に

つ
い
て

３　

2
0
1
6
年
度
全
漁
連
賦
課
金
、
監
査
負
担
金
等
納
入
に

つ
い
て

４　

行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告
書
及
び
事
業
計
画
書
に
つ

い
て

５　

浜
の
担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
緊
急
事
業
運
営
要
領
の
制
定
と

当
漁
協
が
リ
ー
ス
事
業
体
と
な
る
事
の
承
認
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

平
成
28
年
6
月
末
現
在
に
お
け
る
収
支
状
況
に
つ
い
て

２　

平
成
28
年
6
月
末
現
在
に
お
け
る
貸
付
金
の
状
況
に
つい
て

３　

平
成
28
年
6
月
末
現
在
に
お
け
る
資
金
運
用
状
況
に
つい
て

４　

石
油
製
品
供
給
価
格
の
改
定
に
つ
い
て

５　

平
成
28
年
度
第
1
四
半
期
に
お
け
る
販
売
促
進
活
動
に
つ

い
て

６　

平
成
28
年
度
第
1
四
半
期
の
「
庄
内
海
丸
」
の
収
支
に
つ

い
て

７　

組
合
員
脱
退
に
伴
う
出
資
金
の
払
戻
に
つ
い
て

８　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

９　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

10　

組
合
長
の
中
央
団
体
役
員
就
任
に
つ
い
て

11　

そ
の
他

平
成
28
年
度　

第
5
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
平
成
28
年
9
月
13
日
㈫

場　

所
：
本 

所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

平
成
27
年
度
期
末
監
事
監
査
に
お

け
る
改
善
指
摘
事
項
・
検
討
事
項

に
対
す
る
回
答
書
（
案
）
に
つ
い
て

２　

共
同
漁
業
権
漁
場
に
お
け
る
小
型

定
置
網
漁
業
及
び
刺
網
漁
業
の
制

限
に
関
す
る
公
示
に
つ
い
て

３　

平
成
28
年
度
さ
け
孵
化
事
業
に
か

か
る
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
に
つ

い
て

４　

共
同
漁
業
権
行
使
料
の
徴
収
方
法

及
び
時
期
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ

い
て

２　

平
成
28
年
度
「
全
国
統
一
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
み
な
貯
金
運
動
期
間
中

の
定
期
貯
金
の
上
乗
せ
金
利
に
つ

い
て

３　

石
油
製
品
供
給
価
格
の
改
定
に
つ

い
て

４　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
、
減
資
に

つ
い
て

５　

そ
の
他

　８月28日㈰庄内総合支庁と鶴岡市の主催で行われた「ク
リーンアップin鼠ヶ関」に山形県漁協女性部の部員28名が
参加しました。開始時刻が午前７時だったため、吹浦地区
のバスの出発時刻はなんと午前５時。あんまりにも時間が
早かったので皆さん「たいへんだっけ～」と言いながらも、
一生懸命ゴミ拾いをしてくれました。
　この日は全国豊かな海づくり大会の２週間前。清掃活動
にも力が入ります。朝早く
から始めた甲斐もあり、大
勢の来場者を迎えるに相応
しい会場作りに貢献できた
と思います。参加された皆
様、本当にお疲れ様でした！

山形県漁協女性部
「クリーンアップin鼠ヶ関」に

参加しました！

● 健康と安全を　願う家族が　守り神
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「全国統一キャンペーン」

新規契約定期金利上乗せキャンペーン
平成28年10月1日～平成28年12月31日まで

期間中新規定期貯金を申込の場合（普通貯金からの振替えも含む）
10万円以上の申込で1年以上の期間預入が出来るもの

キャンペーン期間中、新規定期貯金（50万円以上)、 新規定期積金（口座振替で50万円・
集金で70万円）をご契約の方に、 豪華プレゼントを差しあげます。

新規契約
の場合

定期貯金

継続契約
の場合

定期貯金

１年キャンペーン金利  0.1％（0.075％上乗せ）

１年キャンペーン金利  0.045％（0.02％上乗せ）

２年キャンペーン金利  0.2％（0.170％上乗せ）

２年キャンペーン金利  0.070％（0.04％上乗せ）

３年キャンペーン金利  0.2％（0.170％上乗せ）

３年キャンペーン金利  0.070％（0.04％上乗せ）

● 日頃から　見回り・点検・すぐ確認　それが我等のルーティンワーク
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9月は 船員労働安全衛生月間です

東北運輸局山形運輸支局（TEL 0234-22-0084）

持ち越さず　その都度改善　危険箇所

　船員労働安全衛生月間は、船舶所有者及び船員の自主的な安全衛生活動の促進により、船内における安全
で快適な作業環境と居住環境を実現し、船員の労働災害を防止するため、国土交通省、水産庁が主唱し、船
員災害防止協会の協賛のもと、毎年、全国的に実施しているもので、今年で60回目となります。

　皆さんの船舶でも、船内の安全衛生設備の点
検を行うとともに、乗組員全員で作業環境の改
善等について話し合うなど災害、疾病の撲滅に
積極的に取り組みましょう。

船員と労働者の災害発生率の全国比較（平成26年度）
① 作業時を中心とした死傷災害防止対策
② 海中転落・海難による死亡災害防止対策
③ 漁船における死傷災害防止対策
④ 高年齢船員の死傷災害及び疾病防止対策
⑤ 生活習慣病等の疾病防止対策
⑥ その他の安全衛生対策

今年度の重点事項
漁船の災害発生率は
陸上労働者と比べて
5倍以上！

単位：千人率

職務上休業 4日以上 職務上死亡

災害疾病発生状況報告より

漁
　船

全
船
種

陸
上

労
働
者

漁
　船

全
船
種

陸
上

労
働
者

13.5 9.7 2.3 0.47 0.29 0.02

　海浜美化活動を全国に広めようと、公益財団法人海と渚環境美化・油濁対策機
構（東京）と山形県海と渚環境美化推進協会の共催で、７月16日㈯に第36回全国
豊かな海づくり大会の海上歓迎・放流行事会場である鼠ケ関港において、全国一
斉海浜清掃旗揚げ式及びクリーンアップが行われました。漁業関係者、地元自治
会、ボランティアのみなさんが250名ほど集まり、港やその周辺に漂着したゴミ
や雑草など１㎥のゴミ袋にして22袋分を集めました。最後に爽やかな笑顔の参加
者の集合写真を撮影し、締めくくりました。

お問い合わせ先
庄内総合支庁 水産振興課内
海と渚環境美化推進協会 事務局
担当：今野　☎0234－24－6161

「第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～」記念行事
「全国一斉海浜清掃旗揚げ式及びクリーンアップin鼠ケ関」を開催しました！

県海と渚環境美化協会五十嵐理事長あいさつ みんなで清掃活動を行いました！ きれいになった港で、みんなにっこり！

● 気をつけよう　慣れと　疲れと　勘違い
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第1次キャンペーン：９月１日～11月30日まで

チャレンジやまがた2016 チョコーキャンペーン！

もうひとランク上の保障を目指しませんか？
で

｢公的医療機関等の対象となる手術・放射線治療」を幅広く保障します。
ポイント1  共済金の支払対象となる手術（件数）は現行の約２倍に拡大。
ポイント2  身体への負担の大きい開頭術･開胸術については40倍とし充実した保障を提供。

少さな負担で大きな保障を受けることができ、安心して治療に専念できます。
ポイント  「治療」だけでなく、「検査」や「診断」についても対象となります。

注）　公的医療保険の対象手術であっても、「創傷処理」や「抜歯手術」など、一部手術共済金の支払われない手術もあります。

注）　この制度は、平成２５年１０月１日以前に締結した共済契約には適用しません。

❶

○公的医療保険等の対象外で高額な費用のかかる先進医療をうけたときに、技術料に相当する額をお支払い。
先進医療共済金　＝　技術料に相当する額（技術料が1万円未満の場合は1万円とします。）

上記は保障の概要を説明したものです。ご契約の際は、重要な事項が記載されている「契約概要」「注意喚起情報」および「ご契約のしおり・共済約款」を必ずお読み下さい。
詳しくは山形県漁業協同組合もしくは共水連東北事業本部山形支店までお問い合わせください。

　去る８月23日㈫東京都のコープビルにおいて、『平成28年
度「ＪＦ共済」東北事業本部漁協女性部役員ＬＰフォロー研
修会』が開催されました。
　本研修会は、女性部役員の皆様からＪＦ共済に対する認識
と知識を深めていただくとともに東北各県の女性部役員間の
親睦を目的として毎年開催されており、今年度は本県女性部
の飛塚副部長・飯塚監事の２名を含む14名が参加しました。

平成28年度　「ＪＦ共済」東北事業本部漁協女性部役員ＬＰフォロー研修会

　研修会は、初めに「平成28年度の現況」と「チョコ
ー医療共済「匠」と制度改正について」説明があり、
引き続き、㈱ビストロパパ・47フィッシュ代表取締役
の滝村雅晴氏より『「パパ料理」と「家庭内魚食」が、
家族の健康と笑顔につながる理由』と題して講演が行
われました。滝村雅晴氏（前列左から４人目）を囲んで

飛塚副部長（後列右から6人目）と飯塚監事（後列右から5人目）

研修風景

❶手術保障
の拡充

❷『先進医療 
特約』の新設

● 持ち越さず　その都度改善　危険箇所
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平成29年4月に
全国の漁船保険組合と漁船保険中央会とを統合し、
「日本漁船保険組合」を設立することとなりました。

漁船保険組合・漁船保険中央会

● いつも心に安全意識　家族に誓う無事故の航海
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支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳
吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

７月末迄水揚累計 840,093 40,176 40,333 351,168 55,034 99,527 74,598 27,344 151,913 
月
間
水
揚

県 内 船 水 揚 230,998 11,784 10,633 134,408 14,214 11,824 14,908 6,831 26,396 
県 外 船 水 揚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
合 計 230,998 11,784 10,633 134,408 14,214 11,824 14,908 6,831 26,396 

前 年 同 月 水 揚 223,577 14,427 19,665 104,333 14,551 16,607 17,969 8,265 27,760 
本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 920,171 51,960 50,966 341,703 69,248 109,566 89,506 34,175 173,047 
県 外 船 水 揚 150,920 0 0 143,873 0 1,785 0 0 5,262 
合 計 1,071,091 51,960 50,966 485,576 69,248 111,351 89,506 34,175 178,309 

前 年 度 水 揚 累 計 1,079,313 53,419 75,436 409,327 76,855 137,272 102,701 37,670 186,633 
増 減 -8,222 -1,459 -24,470 76,249 -7,607 -25,921 -13,195 -3,495 -8,324 
本 年 度 水 揚 計 画 2,540,000 120,000 115,000 993,000 132,000 318,000 198,000 74,000 590,000 
達 成 率 42.1% 43.3% 44.3% 48.8% 52.4% 35.0% 45.2% 46.1% 30.2%

水　揚　情　報平成28年8月31日現在 （単位：千円）

編

集
後

記

今あがっている魚　ー 8月のベストテン ー 　前年対比　増 →減
→ 変らず →

水　揚　金　額（千円）

月間MVP

漁 　 獲 　 量（㎏）

月間MVP

１ す る め い か 104,165 → １ す る め い か 201,772 →
２ か き 貝 20,435 → ２ べ に ず わ い 46,080 →
３ た い 19,524 → ３ か き 貝 32,822 →

４ さ わ ら 12,283 → ４ さ ざ え 23,727 →
５ さ ざ え 12,264 → ５ た い 21,041 →

６ あ わ び 10,557 → ６ さ わ ら 14,789 →
７ つ ば い 6,892 → ７ つ ば い 6,078 →
８ べ に ず わ い 6,451 → ８ その他のばい類 5,111 →

９ あ ま だ い 5,168 → ９ ぶり・ い な だ 4,171 →
10 その他のばい類 2,580 → 10 ね さ し 4,112 →

● 健康と安全を　願う家族が　守り神



　この度、山形県持続的漁業経営支援事業の第2号船となる海生丸（2.9t）が
豊浦造船鉄工㈱で完成いたしました。
　8月吉日、太陽の日差しがギラギラと照りつける中、由良漁港にて真っ白な
船体に色鮮やかな大漁旗を何枚も風になびかせた海生丸の進水式が関係者の
見守る中、厳かに執り行われました。
　多くの親戚や新造船建造に携わった関係者にお神酒を振る舞う船主の五十
嵐健生さんと奥様の亜希さんに進水を祝う声がかけられ、その声に答えるお
二人の表情はとてもいきいきとしていました。
　これからももっと漁獲を伸ばし大漁満足、家内安全、航海安全で由良の浜
を大いに盛り上げていってほしいと思います。� 由良総括支所　鈴木紳之介

海生丸進水式

編集・発行／山形県漁業協同組合�　酒田市船場町二丁目２番１号
�　　　　　　代表理事組合長　五十嵐　安哉
　　　　　　☎�0234－24－5611　FAX�0234－22－6455
　　　　　　http://www.kengyokyo.or.jp/330／平成28年９月号

広報誌

するとともに再発防止に係る措置を講ずること。②わ
が国漁業者の安全確保に係る万全の対策を講ずること。
～の２項目。
　五十嵐組合長は、中型いかつり漁船の主要な漁場で
あることを強調し、安全操業が脅かされるだけでなく、
一歩間違えば人命にかかる深刻な事態であり強い憤り
を抱いている旨訴えた。

北朝鮮の弾道ミサイル発射にかかる抗議要請
　８月３日に北朝鮮が発射した弾道ミサイルが秋田県
沖に落下したことを受け、ＪＦ全漁連岸宏会長、ＪＦ
あきた工藤専務、当組合五十嵐組合長・田村常務が５
日、首相官邸と農林水産省を訪問し、菅義偉官房長官、
山本有二農林水産大臣に対し抗議要請を行った。
　要請内容は、①政府は、北朝鮮の暴挙に厳重に抗議


